
 

令和７年度 学校評価報告書（実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月11日実施） 

総合評価（４月８日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・学習指導要領の趣

旨や生徒の実状に応

じつつ、配慮を必要

とする状況にも対応

できるカリキュラ

ム・マネジメントに

取り組む。 

 

・新しい時代に必要

となる資質・能力の

育成をめざし、授業

改善と探究活動の充

実を図る。 

 

 

 

①教育課程を踏まえ

た指導計画に基づく

授業づくりとその実

践を図る。 

 

 

 

②学習活動に探究の

プロセスを取り入れ

た授業作りを促進す

る。 

 

①学校目標の達成に向け

た教育課程や授業研究を

教科会でも行い、議論を

深める。 

 

 

 

②定期的な授業改善研修

を実施し、学習活動に探

究のプロセスを取り入れ

た授業作りと生徒間の学

び合いを促進する。 

①各教科で教科指導及び

評価の課題を整理し、授

業改善につなげることが

できたか。 

①公開研究授業に組織的

に取り組めたか。 

 

②生徒による授業評価に

おいて、授業のあり方に

ついて好意的な評価が９

割５分を超えたか。 

②「主体的で対話的な深

い学び」に関する事例及

び校内の取組事例を共有

することができたか。

（会議等を３回以上） 

①公開研究授業に向けて教

科全体で指導案を作成し、

議論することで教科指導及

び評価の課題を共有するこ

とできた。 

 

 

②授業の在り方について好

意的な評価が３年次では９

割５分を超えたが、１年

次、２年次では９割２分で

あった。 

②「主体的で対話的な深い

学び」に関する事例共有を

１回行った。（３回以上の

目標達成はできなかった） 

①公開研究授業および研究協

議を踏まえた教科会を開き、

授業改善に向けた検証を行

う。 

 

 

 

②職員会議とあわせて実施し

ている授業改善研修を継続

し、全体に事例共有を行う。 

①公開研究授業の取

り組みが充実してい

ることを評価する。

検証方法について具

体的に明記すべきで

ある。 

 

②肯定的な回答が昨

年度より増加した点

を評価する。授業評

価のまとめ資料は分

かりやすい工夫が必

要である。 

②伝達型ではなく、

対話を取り入れた主

体的・対話的な研修

形式を奨励する。 

①公開研究授業に組織

的に取り組み、学校関

係者から良い評価を得

ることができた。具体

的な検証方法を検討す

る必要がある。 

 

②授業評価では肯定的

な回答が昨年度より増

えた。研修については

十分に行うことができ

なかったので授業研究

の一環として位置付け

る必要がある。 

①公開研究授業の

日程を早期に決定

し、各教科の準備

を充実させる。 

①定期的な授業改

善研修を行う。 

 

②授業評価につい

てはまとめ資料の

改善を図り、授業

研究の一環として

研修を行う。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・教育活動全般をと

おして生徒の主体性

や人間性を高め、社

会に貢献できる人材

を育成する。 

 

・生徒理解を深め、

個に応じた柔軟な支

援を行える体制を組

織的に整備し充実さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①規範意識や身だし

なみについての意識

の醸成を図る。 

 

 

 

 

 

②SC、SSWを効果的に

活用し、生徒の抱え

る問題の早期発見に

努める。 

 

 

 

③学校行事や部活動

等を活性化させるこ

とにより、生徒の主

体性や協調性の向上

を図る。 

 

 

④持続可能な生徒会

を実現する。 

①モラル・マナー教育の

充実と丁寧な指導により

基本的な生活習慣を確立

させ、規範意識を高める

ために頭髪・遅刻・服装

指導をする。登校時の安

全確保のため、警察とも

連携する。 

②教育相談体制を確立

し、個別支援を充実させ

るために生徒へ教育相談

の情報を分かりやすく発

信し、SC、SSW と連携を

深める。生徒情報交換会

を実施する。 

③実行委員、生徒会本

部、部長会の連携を深

め、連携して行事計画及

び運営を行う。 

 

 

 

④生徒会本部、行事、部

活動において、次代へと

継続できる仕組みを構築

する。 

①校則や社会規範に対す

る生徒の理解を深めた上

で、時間厳守、挨拶励

行、服装頭髪マナーの向

上等を図り、指導対象者

数を前期と比べて後期に

減らすことができたか。 

 

②教育相談コーディネー

ターや SC、SSW との会議

を月１回以上開催できた

か。全職員対象の生徒情

報交換会を２回以上開催

できたか。 

 

③実行委員、生徒会本

部、部長会の生徒にアン

ケートを実施し、活動を

通して、主体性や協働性

が向上したという生徒が

８割以上いたか。 

 

④教員の過度な介入な

く、次世代への継承がで

きたか。 

①４月に登校指導、10 月に

校門制服指導を実施した。

各年次で遅刻指導・頭髪指

導を行った。今年度より服

装指導を全年次共通理解で

行った。 

 

 

②５月と９月に県の施策で

ある「かながわ子供サポー

トドック」の実施を受け、

SC,SSW との連携が推進され

た。 

②職員対象の研修会を２回

実施した。 

③主体性や協働性が向上し

たという生徒が８割以上い

た。 

 

 

 

 

④生徒会本部、行事におい

ては係別等の組み合わせを

工夫し、３年生の経験を引

継ぐ仕組みとした。部長会

については、教員からのア

プローチによって引き継ぐ

ことが出来た。 

①指導期間中は一定の改善が

みられたが、各指導期間外に

少数ではあるが違反者がい

る。引き続き服装指導等を組

織的に行う。また、情報モラ

ル教育を充実させる必要があ

る。 

 

②早期に対応が必要な生徒に

対して支援を引き続き行う。 

 

 

 

②次年度も継続して実施す

る。 

③次年度も継続して実施す

る。 

 

 

 

 

 

④部長会に関する招集につい

ては、部長とともに次のリー

ダーとなりうる人物をともに

参加させる工夫を始めた。生

徒会本部、行事の委員会とと

もに次年度も継続して実施す

る。 

①指導による服装の

大きな改善がみられ

たことを評価する。

生成 AI の普及に伴

い、情報モラル教育

の充実は必須であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③文化祭におけるPTA

との協力や地域住民

の参加ついて検討し

てほしい。 

 

 

 

④生徒主体の自治の

進展を評価する。 

 

 

 

①基本的な生活習慣に

ついて全職員で指導を

行った。服装指導など

で一定の改善が見られ

た。 

 

 

 

②「かながわサポート

ドック」の実施を受

け、プッシュ型面談で

一定数の生徒を支援へ

繋ぐことができた。 

③生徒会活動、行事等

を通して生徒の主体性

や協働性が向上した。 

③不審者対策のための

入場対応は防犯効果は

得られたものの、入場

時間の遅延や地域住民

が参加できない等の課

題が残った。 

④生徒会本部、行事の

実行委員、部長会では

引継ぎの仕組みを構築

することによって、次

年度への円滑な引継ぎ

が可能となった。 

①来年度も基本的

な生活習慣につい

て教職員全体で共

通理解のもと指導

を行う。 

 

 

 

②来年度も生徒へ

教育相談の情報を

分かりやすく発信

する。 

③主体性や協働性

の向上とともに、

自治のあり方を生

徒自身が考え、実

施できるよう教員

が支援する。 

③PTA との協力や地

域住民の文化祭へ

の参加について検

討する。 

④教員が介入しす

ぎることのないよ

うに支援する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月11日実施） 

総合評価（４月８日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・校内での指導・支

援と学校外の教育力

を系統的に展開する

ことにより、生徒一

人ひとりが自己の適

性を正しく理解しな

がらキャリア意識を

高め、希望する進路

を実現できる体制を

整える。 

 

 

 

 

 

①講演会や外部模試

の年度別比較から自

己を振り返ることで

将来の目標実現に向

けての活動につなげ

る。 

②インターンシップ

等の参加人数を増や

す。 

③探究的な学びをす

ることでキャリア意

識を高め進路実現を

する。 

①外部模試や各種講演

会、説明会など学校外の

教育力を活用し、現状把

握をするとともに目標設

定をさせる。 

 

②年次集会や LHR で呼び

かける。 

 

③「総合的な探究の時

間」を通して学びのスタ

イルを身に付けさせると

ともに、興味・関心をキ

ャリア選択につなげさせ

る。 

①学習状況調査で学習時

間が増加したか。卒業生

へのアンケートや受験結

果から好意的な評価が８

割以上あるか。 

 

②参加人数が20名を超え

たか。（昨年は15名） 

 

③生徒による授業評価で

好意的な評価が８割以上

いたか。 

 

①「魅力と特色ある県立高

校づくりについてのアンケ

ート」の将来への夢や希望

を持てたかという項目で好

意的な回答は 95％であっ

た。 

②参加人数が 24 名であっ

た。 

 

③生徒による授業評価の授

業の充実感があるかという

項目で１年次は 93％、２年

次は 83％で好意的な評価だ

った。 

①継続して実施していく。 

  

  

  

  

 

 ②次年度は参加人数 30 名を

目指す。 

  

③全体的に２年次での好意的

評価が低かったので、２年次

での授業を工夫する。 

①肯定的な回答が昨

年度より増加した点

を評価する。 

 

 

 

 

 

 

③肯定的な回答が昨

年度より増加した点

を評価する。 

①なかなか目標を持っ

て進路活動に取り組ま

せることができず、そ

の結果十分な成果をあ

げることができなかっ

た。 

②参加人数が増えた。 

 

 

③２年次の「総合的な

探究の時間」の充実度

が１年次と比べ 10％も

低かった。 

 

①学校外の教育力

をもっと活用して

現状把握と目標達

成に役立てる。 

 

 

②引き続き募集を

呼びかける。 

 

③探究の時間を有

効に使い、進路に

つながるように工

夫する。 

 

４ 地域等との協働 

・地域や保護者等と

の連携・協働を図

り、信頼され開かれ

た学校づくりを推進

する中で、生徒の主

体性や社会性を育

む。 

 

 

 

①地域貢献活動等ボ

ランティアの推進を

図り、生徒の社会性

を育む。 

 

 

①年次集会や LHR での呼

びかけや委員会等の活動

を通して、地域貢献活動

等ボランティアへの積極

的な参加を促す。 

 

 

①ボランティアへの参加

者が 20 名を超えたか。

（昨年は14名） 

①地域貢献活動のアンケ

ートで、活動を通して地

域の一員としての意識が

高まったという生徒が８

割以上いたか。 

①参加人数が 27 名であっ

た。 

①地域連携・地域貢献の意

識が向上したという生徒が

８割以上いた。 

①次年度は参加人数 30 名を目

指す。 

①次年度も継続して実施す

る。 

①文化祭におけるPTA

との協力や地域住民

の参加ついて検討し

てほしい。 

①肯定的な回答が昨

年度より増加した点

を評価する。 

①参加人数が増えた。 

①地域貢献活動等を通

して生徒の地域連携、

地域貢献の意識が向上

した。 

 

①引き続き募集を

呼びかける。 

①生徒が積極的に

ボランティア活動

に参加できるよう

に支援する。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

・地域や保護者をは

じめ社会の教育ニー

ズに対応しながら、

安心して学ぶことの

できる教育環境を整

備し、学校の取組に

関する情報を積極的

に発信する。 

 

・職員の教育公務員

としての自覚を高め

つつ、ワークライフ

バランスを推進しな

がら協働性を高め、

業務の効率化を図

る。 

 

 

①校舎の老朽部分や

校内の危険個所を改

善し、安全な教育環

境をつくる。 

 

 

②HP の充実を図り、

学校の取組が見える

ようにする。 

 

 

 

③非常勤を含む全職

員で事故防止、及び

不祥事防止に努め

る。 

 

 

 

④働き方改革を推進

する。 

①衛生委員会による危険

箇所の点検機会を利用

し、速やかに対応できる

体制をつくる。 

 

 

②地域貢献活動等を含む

教育活動を積極的にホー

ムページに掲載する。 

 

 

 

③不祥事ゼロプラグラム

を全職員で確認し、毎職

員会議前に事故・不祥事

防止研修会を実施する。 

③ヒヤリハット事例を全

職員で共有する。 

 

④職員間の協働性を高

め、業務の効率化を図

り、時間外勤務を減ら

す。 

①点検を実施し、状況を

把握したうえで会議等に

て共有できたか。 

 

 

 

②清陵ナビで月２回以上

の情報発信ができたか。 

②HPを編集できる教員を

２名以上増やせたか。 

 

 

③毎職員会議前に研修会

を実施し、情報共有を図

れたか。 

③職員同士での事故防止

意識を高められたか。 

 

 

④昨年度に比べて、月々

の時間外勤務を減らすこ

とができたか。 

①定期点検を実施し、状況

を共有した。校舎周りの樹

木や残置物を処分した。老

朽施設の補修工事を依頼し

た。 

 

②月２回以上の情報発信が

できた。 

②HP を編集できる教員を２

名以上増やすことができ

た。 

 

③毎職員会議前に研修会を

実施した。 

③対話を取り入れた研修方

式を導入することができ

た。 

 

 

④昨年度に比べて、月々の

平均時間外勤務を概ね（10

月以外は）減らすことがで

きた。 

①Teans等を活用し点検以外で

も情報が集約されやすい仕組

みを作る。 

 

 

 

②生徒会が行っているインス

タグラムとの連携をより密に

したい。 

 

 

 

③引き続き研修に対話等を取

り入れることで意識を高めた

い。 

 

 

 

 

④ Teamsや生成AI等の活用を

呼びかけ 会議・打ち合わせ、

資料作成の効率化を進めた

い。 

 

 

 

 

 

 

②入試倍率低下に対

する戦略的な広報活

動の検討をすべきで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④文章表現だけでな

く、数値データで実

態を示す必要性があ

る。 

①点検や情報共有を契

機に、教育環境、職務

環境共に蓄積していた

課題を改善することが

できた。 

 

②情報発信の機会や媒

体を増やすことができ

た。HP も含めた戦略的

な広報活動の検討をす

る。 

 

③アンケート・対話を

取り入れた研修を実施

し、研修の質が高まっ

た。 

 

 

 

④昨年度に比べて、

月々の平均時間外勤務

が概ね減少した。 

①事務室との情報

共有をよりタイム

リーに行う。 

 

 

 

②HP の充実に加え

て、中学校訪問等

の広報活動の充実

を図る。 

 

 

③対話がより活発

に行われる研修を

行う。 

 

 

 

 

④職員に向けて定

期的な概況報告を

行う。 

 


